
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大國魂神社の大和
や ま と

舞は、大國魂神社で伝承されている出雲系神楽で、「倭
やまと

舞
まい

」「太
だい

々
だい

神楽」とも呼ば

れます。これは、毎年１月の初
はつ

音
ね

祭や５月の例大祭で奉納されます。 

その始まりは、磐城平藩の俳人、内藤露
ろ

沾
せん

が和歌と俳諧で大和舞のことを詠んでおり、その短冊に

享保 12 年（1727）とあることから、少なくともこの時期には行われていたと考えられます。その後、

昭和 20 年代に一度中断しますが、昭和 60 年（1985）に復活し、今日まで継承されています。 

普段なかなかお目にかかれない、勇壮な舞をぜひご覧ください。 

【日 時】  

 令和８年９月５日（土）13 時 30 分開始 

【場 所】  

 いわき市立中央台公民館 和室（いわき市中央台飯野４丁目５−１） 

【内 容】  

 大和舞の実演を行います。 

【実 演】  

 大國魂神社大和舞伝承会のみなさん 

【定 員】  

 なし 

【費 用】  

無料 

【主 催】  

 いわき市暮らしの伝承郷 

【詳 細】 

 

 

 

 

 

 

 

 

       猿田彦の舞                      恵比寿舞 

令和８年８月 20 日 

い わ き 市 

いわき市暮らしの伝承郷 
民俗芸能実演「大國魂神社の大和舞」を開催 

本件に関する 

お問い合わせ 

Iwaki City Press Release 

いわき市暮らしの伝承郷 

担当：山田  電話：0246-29-2230   
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